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桐生市議会 議会改革調査特別委員会 行政視察報告書 

 

 

 視察都市  東京都品川区（人口：408,071 人：令和 5年 11月 1日現在） 

 

視察日時  令和 6年 1月 17日（水） 

午前・午後 10時 00分  ～  午前・午後 11時 30分  

  

 視察項目  ・議会報告会・意見交換会について 

 

 

◎視察概要 

視察項目 ・ 議会報告会・意見交換会について      

 

（１）説明要旨 

◎司会：品川区議会 調査係長 吉田 恭子 様 

 

◎ 渡辺 裕一 議長 より 

 個人的主観ではあるが、現在、世の中にどのように議会が対応していくか、

ということをテーマにしている。 

 働き方改革なども民間では進んでいるが、行政、議会では遅れがちなのでは

ないか、ということを考えている。 

 その一環として、試行的にではあるが、本年１月から１年間、行政と議会が

歩調を合わせて、ノーネクタイを職員提案を基にして実践している。 

 (市民からは)お叱りをいただくのではないか、と考えもしたが、実際には、

「企業ベースでは、もっとカジュアルだよね」などと話題にもなった。 

 今、すべての業種で人材確保が重視されているが、行政、議会も同じである

という話しがミーティングでも出た。 

 そのために、「(議会も)イメージが大事だよね」と話し合ってもいる。 

 議会もその担い手確保には、やはりイメージが重要であり、その観点からも

議会改革が大事だと、再認識し、取り組んでいる。 

 シビックプライドをもって今後も取り組んでいきたいと、考えている。 
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◎説明：品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 より 

 品川区議会では平成２３年より議会改革の検討会を設置している。 

平成２７年７月からの第３期からは、議会報告会について検討を始めた。 

 この第３期では、議会改革検討会の３つの分科会のうちの一つである「住民

参加分科会」において、 

平成２９年７月からの第４期からは４つの会議体を置き、そのなかの「議会

報告会等準備会議」において、 

議会報告会の検討を進めてきた。 

令和４年からは、名称を「区民と議会の交流会議」と改め、現在まで継続し

ている。 

〇開催の経緯 

 「区民により開かれた議会」を目指し、平成２７年より１２回の会議で検討

を重ね、平成２８年に第１回の議会報告会を開催した。 

 開催目的 

 「区民に区議会を知っていただき、区民の意見を聴き、それを政策に生かす

こと」である。 

 

〇実施内容 

 第１回 
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 上記の「クイズ」というのは、「区内の駅の数」や、「議員の平均年齢」など

である。 

 参加者は、上記右の円グラフにあるように「50代以上が８割」を占めた。 

 第２回、第３回 

 
 第４回 
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 令和２年度からは、全体ではなく、常任委員会別に開催。 

 直後にコロナ禍となってしまったため、オンラインでの実施とした。 

 委員会ごとの開催としても、合計での参加人数は大きく変化はなかった。 

 令和５年・第５回では、下記のように委員会ごとに「対面」「オンライン」

の開催は判断した。掛かった費用は、下記の通り。 
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 本年度の第６回からは、すべての委員会で対面開催とした。 

 
 名称は、「議会報告会」から「区民と議会の交流会」と変更した。 

下記のように、テーマを前面に打ち出して区民周知した。 

開催場所も、テーマに沿った場所(例：屋形船、ビジネスビル内など)で開催

した。 

 

また、議員も普段着で参加するなどして、区民に親しみをもってもらえる 

ように、という工夫をした委員会もあった。 

 ①テーマについて、区の現状や取り組みについて議員から説明。 

②グループワーク形式での意見交換 

③各グループの発表＆質疑応答 

上記を概ね 90分で開催。全委員会で統一。これは要綱で決まっている。 
 

〇開催までの流れ 

 ①区民と議会の交流会議にて内容を検討。開催時期などを決定する。 

②各委員会委員長に開催依頼をする。 

③各委員会で日時、会場、テーマを決める。資料作成や当日の進行の役割 

分担などを決める。 

  ④当日は、該当する委員会の委員の他に交流会議のメンバーも運営に   

携わる。 

事務局は、4人の担当者が準備段階からサポートをする。開催当日はそれ 

以外の職員もサポートする。 
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〇区民への周知 

 チラシデータを作成し、これを区議会ホームページ、区議会だよりの裏表紙

に掲載。 

 このチラシを大きくしたポスター×8 枚、チラシ×10 枚を各議員が掲示＆

配布。チラシデータを活用して自身の SNSで発信した議員もいた。 

 区としては、区の広報誌、統合ポスター、区公式 SNS、ケーブルテレビ、各

区施設へのチラシの配布を行った。 

 会場の関係上、人数制限がある場合には事前申し込みとした。 

 託児所や手話通訳が必要な場合なども事前申し込みとした。 
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〇開催例 

●総務委員会：「ふるさと納税と区の魅力発信!!」 

 「9万円以上のふるさと納税で屋形船の周遊体験」というものがあったの 

で、それを参考に屋形船で開催。 

出航はしていないが、雰囲気は味わっていただけたと考える。 

参加者 4名と少なかったのは、乗船場所が離れていたためと思われる。 

 
 

●区民委員会：「魅力再発見！品川区の観光資源を考える!!」 

 JR駅に程近い新しいオフィスビルで開催。 

 21人の参加者を 4グループに分け、それぞれのグループに議員が入り、 

各グループで「品川巡り１日ツアー」を検討した。 

飲み屋の常連同士で誘い合って参加した方々もあった。 

若い参加者も多く、にぎやかな回となった。 

 

●建設委員会：「しながわ水族館のリニューアルに向けて」 

 15名の参加者には、小中学生もあった。 

 「水族館で釣りがしたい」などのユニークな意見も出た。 
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●厚生委員会：「知っておきたい認知症対策!!」 

 当日受付にしたところ、48名の来場者があり、資料追加、グループ分け 

の仕切りなどで少々混乱もあったが、区民の関心の高さがよく分かった。 

 

 

  ●文教委員会：「安心できる子どもたちの放課後を」 

   16名の参加者。 

   区内の子どもの居場所についてディスカッションした。 
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〇品川女子学院との意見交換会 

 品川女子学院は、区内にある中高一貫校。 

 平成 28年度より年 1回、放課後に議員が訪れ中等部１年生と意見交換を行

っている。 

 テーマは生徒が総合学習の一環として、身の回りの課題についてクラスで調

べたこと。その時代、地域を反映している。 

 意見交歓会には、各クラス数人の代表者が参加。 

①生徒が調べたことを発表。タブレットを使用して調査している。 

②クラスごとのグループに議員も参加、発表内容について話し合う。 

③感想も含め、生徒、議員の双方から報告。 

 →生徒からの報告には、「議員の堅いイメージが変わった」などの意見が 

多かった。 
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 この他に、単発開催ではあるが、「高齢者クラブとの意見交換会」「学校地域

コーディネータとの意見交換会」も開催したことがある。 

 

 

 令和 2年より委員会ごとの報告会とした 
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 （２）主な質疑応答 

 

Ⓠ北川委員 

 品川区議会では、議会基本条例は？ 

Ⓐ品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 

 ございません。 

Ⓠ北川委員 

 報告会開催までのスケジュールは？ 

Ⓐ品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 

 

 スケジュールについては、本年度の場合、5 月に交流会のメンバーを決めて、

6月から会議に入り、そこから委員会におろして、というスケジュール感なの

で、どうしても(開催は)年末になってしまう。 

区議会の要綱のなかで「年１回」としてある(＝毎定例会ごとではない)。 

Ⓠ北川委員 

 開催当日のスケジュールは？ 

Ⓐ品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 

 現在は、大まかな次第と「90分目途で」ということが決まっている。 

 そのなかで、委員会ごとに進行している。 

内容的には、「定例会の報告」はやっていない。 

所管事務調査や、委員会のテーマについて議員が 10～15分程度説明 

し、そのことについて意見交換する。 

各委員会の所管事務調査の事項は、各委員会が 2～3個持っている。 
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Ⓠ園田副委員長 

議会基本条例に位置付けられていないということは、議員が自主的にやって 

いるということかと思うが、事務局はどこまで関わっているのか？ 

Ⓐ品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 

事務局は、サポートに徹している。会議自体の進行は議員が行う。 

会場準備や当日の資料も議員が担当している。 

事務局は、会場が決まれば、その会場手配などは行う。 

また、当日の会場設営や道案内などは議員と一緒に行う。 

Ⓠ園田副委員長 

個人の意見の主張に偏りがちな議員がいた場合の対処は？ 

Ⓐ品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 

委員長と交流会のリーダーが調整するようにしている。 

要綱のなかにも、「議員個人の意見を述べてはならない」と明示してある。 

しかし、会の趣旨や目的について、認識に(議員ごとに)温度差があるので、 

議員間でよく話し合い、「全議員が共通した認識を持たなくてはならない」と 

いう点は、課題として挙がっている。 

Ⓠ園田副委員長 

来てくださった参加者が個人の見解の主張を続けた場合などの対応は？ 

Ⓐ品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 

「テーマ以外の発言はお控えください」などというような形で、やんわりと 

ご注意申し上げるようにしている。 

他の区民の方からも、ストップがかかることもある。 

個人の発言時間に制限などはない。 

議員がファシリテーターとして、発言していない方に「意見ございませんか？」 

などと采配をするようにしている。 

 

Ⓠ田島委員 

交流会議の区民の人選はどのように行っているのか？ 

Ⓐ品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 

議会改革の会議が四つに分かれている。 

この会議は、議員のみによって構成されている。 

よって、ここに区民は入っていない。 

Ⓠ田島委員 

オンライン会議で質疑があったときの対応はどのようにしたのか？ 

同時に質問が重なるなどの問題はなかったか？ 

 



 

 

№１  

13 

 

Ⓐ品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 

「Zoom」でやっていたので、当初、全員ミュート状態にしており、 

発言希望者のなかから委員長が指名する形でやっていた。 
 

Ⓠ飯島委員 

グループワークをしてファシリテーターを立ててというやり方は毎回この 

ようにしているのか？ 

Ⓐ品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 

今のところは、それで定着しつつある。 

Ⓠ飯島委員 

 参加者が 4人のときもあったようだが、そのときはどのように？ 

Ⓠ品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 

そのときは、(参加者)2対(議員)2でグループ分けをした。 

議員となるべく話がしたいという参加者もいらっしゃる。 

(少人数でも)グループ分けした方が一人ひとりの発言時間は長くできるので。 

基本的に（運営方法は）委員会に任せているので、「絶対にこのやり方でやら 

なくてはいけない」ということではない。 

全員で１グループにしてやっていただいても構わない。 
 

Ⓠ近藤委員長 

当初は、議員全員参加で開催だったものが、4回目から常任委員会別での開催。 

コロナ禍以外にもそのようにした原因はあったのだろうか？ 

Ⓐ品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 

議員全員となると、それだけで 40名。それに参加者が 100名のような場合を 

想定すると、開催場所の確保が難しく、当日の交通整理などの仕切りも大変 

だった。 

また、全体で開催していて参加者数が減少したということもあった。 

そのタイミングで、議員が視察で他の自治体に行き、視察先の事例を参考に 

して、「各委員会別に実施してみては」という意見が出て形式を変えたという 

経緯である。 

Ⓠ近藤委員長 

委員会別に開催するようにして、参加者人数を(多くなりすぎないように) 

区切って開催しているという意味もあるのだろうか？ 

Ⓐ品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 

会場の都合で「○○名まで」と、うたってはいるが実際に(来場者を)断った 

ことはない。 

参加希望者数とこちらで想定している人数はほぼ合っている。 
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Ⓠ園田副委員長 

グループ分けをして出た意見を基にして、当局に提案などして、実際に当局が 

変わったなどの事例はあるだろうか？ 

また、高齢者クラブなどとの意見交換会もされているが、このような（区民） 

団体との開催のときの対象は、どのように決めているのか？ 

Ⓐ品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 

(参加者から出た意見の)フィードバックは、各議員が当局に働きかけたり、 

自身の政策として参考にしたりということはある。 

具体的に実現したという事例は今のところない。 

参加団体については、「区民と議会の交流会議」のなかで区と関連の深い各種 

団体を候補に挙げて、相手も受け入れる体制があって、スケジュールが合致し 

たところからやっている。 

 

Ⓠ飯島委員 

品川女子学院との意見交換会は、どのような経緯で始まったのか？ 

また、この交換会は議員にもいい刺激になっているのだろうか？ 

Ⓐ品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 

品川女子学院の理事の方と議員が知りあいで、そこから始まった。 

他の学校も検討はしているが、相手側もあることなので、まずは、品川女子 

学院との意見交換会を継続するようにしている。 

議員のアンケートでは、 

「普段自分が話を聞く層とは違う、学生と対話することで勉強になった」 

「相手が女子中学生なので、意見を引き出すためのファシリテーターとして 

の力量を上げなくてはと感じた」 

という意見があった。 

  

Ⓠ北川委員 

所管事務調査は、1年間で２、３項目を行っているのか？ 

それは、どのような着地点を目指したものなのか？ 

例えば、委員会として「区長に対して要望書を出す」または、「条例化する」 

など、どのような目途をもってのものか？ 

Ⓐ品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 

所管事務調査から(要望などを出して)区長の対応を求めたことはない。 

区民の意見を訊いて、次の予算にどこまで生かすか、を考えるという感じ。 

常任委員会としての予算要望はしていない。会派からの予算要望のなかには、 

出てきたりはする。あくまでも報告ベースで行っている。 
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Ⓠ園田副委員長 

現在は委員会別で開催されているが、議員全員での開催は？ 

Ⓐ品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 

議員のアンケートのなかではそのような意見もあったが、交流会の 

メンバーの中からは、そのような意見はない。 

全議員参加となると、説明も長くなって時間もかかってしまい、区民の方々は、 

説明を聞いている段階で飽きてしまうのかと。 

 

Ⓠ近藤委員長 

委員会ごとの開催で、個々の議員の活動と区別がつかなくなったりは 

しないか？ 

Ⓐ品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 

「委員会ごとに開催」というのは、あくまで議会改革の一つである「区民と 

議会の交流会議」のなかで決めており、それを各委員会におろしている感じ。 

 

Ⓠ飯島委員 

品川女子学院での交流会テーマは、当日開示されるのだろうか？ 

Ⓐ品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 

総合学習の一環としてやっておられるので、事前に(議会側に)教えて 

いただいている。 

このテーマについて、子どもたちは文化祭で発表もしている。 

それを議員が見に行くこともある。見に行けないときには、事務局が写真を 

撮るなどして議員に周知し、議員各自で交流会前に事前学習をしてもらう。 

1年生でそのように研究し、2年生では民間企業などとタイアップして、 

最終的に商品化したりもする。 

そのような活動の一環として、議員との交流会があり、学園もその活動を 

大切にしている。 

 

Ⓠ北川委員 

ICT化については、どのように進めてこられたか？ 

Ⓐ品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 

タブレットは全議員が持っている。 

Wi-Fiもセルラー(データ一定容量制限有)も利用可能。 

議会費で各議員に貸与している。当局も課長以上は持っている。 

持ち帰りも可能だが、運用の規定はある。アプリを入れるときは申請と許可が 

必要。 
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Ⓠ田島委員 

品川女子学院の生徒さんとの交流会となると、年齢の差が大きく、 

ファシリテーターを難しく感じる議員もいるのではないかと感じる。 

グループの組み合わせなどは議会の方で考えるのか？ 

Ⓐ品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 

各グループに複数の議員が入るようにしてあり、メンバーの組み合わせは、 

交流会議のリーダーが組み合わせを配慮して決めている。 

 

Ⓠ園田副委員長 

区民だよりを拝見すると、「議員研修会」を開催されているが、これは議会費 

で年に何回ほどやられているのか？ 

Ⓐ品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 

年に２～3回。予算４０万円ではあるが、そんなに使ったことはない。 

今年度 2回。 

開催のテーマは、議長提案や議運のなかで決めている。 

 

Ⓠ北川委員 

各委員会での委員間討議、また反問権は？ 

Ⓐ品川区議会 事務局：大澤 幸代 事務局長 

 委員間討議はあるが、反問権は事例がない。 

今後検討しましょう、で終わっている。 
 

◎「しながわ防災体験館」視察 

 ※当初の予定になかった視察内容だが、時間に余裕があり、品川区のご厚意で 

視察させていただいた(品川区役所内)。 
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◎視察成果による当局への提言または要望等 

品川区の議会報告会は、年一回ペースでの開催である。令和 2年度からは、

全議員参加での開催方法を変更し、各常任委員会での開催としている。事前の

テーマ検討、資料やポスターの作成なども各委員長を中心に委員会ごとに行

われている。 

桐生市の議会報告会も、議員全員での報告会にとらわれず、臨機応変に委員

会別での開催も検討の余地があると思われる。 

「できるだけ区民が参加しやすい報告会にしたい」という工夫も随所に見

られ、非常に参考になった。 

例えば、「議会報告会」の名称を、堅苦しさのない「２０２３区民と議会の

交流会(議会報告会)」と変更している。 

また、区民の興味関心を引く具体的でイメージしやすいテーマを事前に決

定し、積極的に周知、集客を図っている。例としては、①「ふるさと納税と区

の魅力発信!!」②「しながわ水族館のリニューアルに向けて」③「知っておき

たい認知症対策!!」などである。 

同時に、テーマに沿った開催場所の設定もしている。上記①は、屋形船での

開催。③は、水族館の見晴らしルームなどを活用して行っている。 

開催当日、議員は、あえてラフな格好で区民と意見交換している。また、  

議員に関するクイズを入れるなどもしている。これらは、参加しやすい雰囲気

づくり、「議会を身近に感じてもらおう」、という配慮からだそうである。 

自由闊達な意見交換を実現するために、「議員個人の意見を述べてはならな

いが、意見交換で個々の意見を求められた際にはこの限りではない」としてい

る。 

意見交換の対象も幅広い。品川女子学院との定期的な意見交換会や、高齢者

クラブ、学校地域コーディネータなどの各種団体との意見交換会の実施した

実績がある。 

品川女子学院との意見交換会は、平成 28年度から「地域課題の解決に向け

て」をテーマとし、継続的に実施している。学生も前もって話し合いをして 

意見を出し合い、そのなかから選抜された課題をもって参加している。議員が

ファシリテーターを担当し、4~6人のチームに分けて、話し合いながら意見を

まとめ、発表をする方法を採っている。 

桐生市としても、市議会と学校や教育委員会との更なる信頼関係を構築し、

学生との意見交換の機会を増やせるようにするべきである。 

また、より多くの団体を視野に入れた意見交換会の開催も、志向するべきで

ある。 

意見交換会では、議場、正副議長室および応接室の見学も行ったとのこと。

当市でも新庁舎ができたならば、ぜひ、取り入れるべきであると考える。 
 


